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１　目的　
　日常的に自転車を利用する機会が多い高校生に対し，自転車運転のマナー向
上を呼びかけ，交通安全意識の高揚及び交通事故防止を図る。

２　日時
　　令和３年５月１１日（火）　　午後１時２０分から午後３時１０分

３　場所
　　旭川藤星高等学校体育館（旭川市花咲町６丁目）

４　内容
　　交通安全教室実施要領のとおり

５　主催・協力
　　主催：旭川藤星高等学校
　　協力：旭川中央警察署，北海道クミアイ自動車学校，旭川市消防本部指令課，
　　　　　　旭川市防災安全部交通防犯課 

６　参加者
　　旭川藤星高等学校１年生，２年生全生徒２６７名及び教職員，
　　旭川中央警察署交通第一課職員，北海道クミアイ自動車学校講師，
　　旭川市防災安全部交通防犯課

７　その他
　　コロナ対策により，１年生及び２年生で学年を分けて２校時実施する。
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令和３年度 旭川藤星高等学校交通安全教室 実施要領

１ 目 的

日常的に自転車を利用する機会が多い高校生に対し，自転車運転のマナー向上を呼びかけ，交通

安全意識の高揚及び交通事故防止を図る。

２ 日 時

令和３年５月１１日（火）午後１時２０分から午後３時１０分（２校時に分けて実施）

１回目：午後１時２０分～午後２時１０分（１年生）

２回目：午後２時２０分～午後３時１０分（２年生）

３ 場 所

旭川藤星高等学校 体育館

４ 内 容

（１）開会

（２）校長挨拶・講師紹介

（３）実技・講話（内容の詳細は別紙参照）

（４）代表生徒挨拶

（５）閉会

５ 主催及び協力

主 催：旭川市藤星高等学校

協 力：旭川中央警察署，北海道クミアイ自動車学校， 旭川市消防本部指令課，

旭川市防災安全部交通防犯課

６ 参加者

旭川藤星高等学校１年生，２年生全生徒２６７人及び教職員，旭川中央警察署交通第一課職員，

北海道クミアイ自動車学校講師，旭川市防災安全部交通防犯課職員



令和３年度 旭川藤星高等学校交通安全教室 実施内容

１ 開 会

２ 講師紹介（２分）

３ 実験開始

司会・進行：旭川中央警察署職員（実験１，２）

北海道クミアイ自動車学校職員（実験３～５）

準備・補助：旭川市防災安全部交通防犯課職員

＜実験１＞ 傘差し乗車の危険性について【実技実験】

内 容：傘差しで細いコースを走行し不安定さや回避行動のしにくさを体験する。

参加数：１名（１名は自転車持参，傘（市で用意））

実験時間：約５分

＜実験２＞ 並進の危険性について【実技実験】

内 容：一般的な歩道を模した３．５ｍ幅のコースにおいて，３名の生徒が並んで歩いてい

る横を，並進する３台の自転車が追い越し，その危険性について認識する。２回目

は自転車は１列で追い越し，安全であることを確認する。

参加数：６名（うち３名は徒歩，３名は自転車持参）

実験時間：約１０分

＜実験３＞ 自動車の挙動把握実験【実験映像上映】

内 容：免許を持たない高校生に自動車の動きを把握してもらうための実験。

実験時間：約６分

＜実験４＞ 自転車衝突実験【実験映像上映】

内 容：乗用車を自転車に衝突させ，どの程度の衝撃があるか認識する。

実験時間：約７分

＜実験５＞ 事故に遭遇した場合の対処方法【実験映像上映】

内 容：事故（自転車が乗用車に衝突）を再現し，代表生徒が事故現場に居合わせた設定

で，消防１１９番への訓練通報を交えながら対応について学ぶ。

参加数：２名（携帯電話は市役所で用意）

実験時間：約１０分

４ 総 括 旭川中央警察署（７分）

５ 生徒代表挨拶（３分）

６ 閉 会


